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本
市
議
会
は
、
平
成
23
年
９
月
定
例
会
を
９
月
２
日
か
ら
21
日
ま
で
の

20
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
22
年
度
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
認
定
し
な
い
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
が
、
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
実
質
収
支
額
で
６
億
９
９
２
６
万
２
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
歳
入
の
自
主
財
源
が
45
・
３
％
と
低
く
、
依
然
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
13
特
別
会
計
の
う
ち
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
金
特
別
会
計
が
引
き
続
き
赤
字
決
算
に
な
り
ま
し
た
。
２
公
営

企
業
会
計
で
は
、
病
院
事
業
会
計
が
収
益
的
収
支
で
純
損
失
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
山
辺
環
境
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
高
橋
克
己
議

員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
で
、
８
月
に
発
覚
し
た
市
職
員
の
公
金
着
服
事

件
に
つ
い
て
、
概
要
を
報
告
し
、「
今
回
の
不
祥
事
が
、
市
行
政
に
対
す

る
信
頼
を
傷
つ
け
た
だ
け
で
な
く
、
市
全
体
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
こ
と
は
、

誠
に
申
し
訳
な
く
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
て
、
深
く
お
わ
び
し
、
今
後
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
態
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
対
策
を
講
じ
、
一
日
も
早
い

信
頼
回
復
に
努
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　　

９
月
21
日
の
本
会
議
で
、
議
会
の
信
頼
回
復
に
関
す
る
決
議
が
議
員
提

案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

自主財源45.3％　依然厳しい財政状況
平成22年度歳入歳出決算を認定

市
職
員
の
公
金
着
服
事
件　
　

招
集
あ
い
さ
つ
で
市
長
が
報
告
と
謝
罪

議
会
の
信
頼
回
復
に
関
す
る
決
議
を
可
決

奈良市議会の信頼回復に関する決議
　本市議会平成２３年６月定例会における議長選挙にか
かわって、議員による不祥事が明らかとなり、９月２日
の定例会に当該議員から辞職願が提出され、議会全会一
致でこれを許可したところです。また、本市議会の議長
室及び当該議員が当時所属していた会派の控室が、大阪
地方検察庁特別捜査部の捜索を受けたところでありま
す。
　本市議会といたしまして、まず市民の皆様に、議会の
信頼を失いかねない事態となったことを深くお詫び申し
上げますとともに、全議員が、今般の事態を真摯に受け
とめ、本市議会の信頼を回復するため、下記の事項につ
いて全力で取り組むことを決議いたします。

記

１　真相究明のため、大阪地方検察庁特別捜査部の要請
に対し、本市議会として全面的に協力したい。

２　現行の奈良市議会議員の政治倫理に関する条例につ
いて、議員にとってより厳しい規範となるよう改正
を早期に行い、再発防止に取り組むこと。

３　議会制度検討特別委員会において、本市議会の透明
性を高めるため、市民に開かれた議会となるよう議
会基本条例の制定に着手すること。

平成２３年９月２１日　
奈　良　市　議　会　

地域の歓声がグラウンドいっぱいに広がる（月ヶ瀬体育祭）
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現
在
、
庁
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
、
他
の
自
治
体

の
動
向
や
、
既
に
施
行
し
て
い
る

事
例
な
ど
も
研
究
し
て
い
る
。

　

今
後
、
様
々
な
研
究
を
進
め
な

が
ら
、
条
例
化
に
向
け
て
具
体
的

な
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

第
４
次
総
合
計
画
の

目
標
達
成
へ
の
施
策
は

　
　
　
　

民
主
党　

樽
谷　

佳
男

問　

第
４
次
総
合
計
画
に
お
け
る

行
財
政
運
営
の
目
標
値
を
達
成
す

る
た
め
の
特
別
な
施
策
、
大
胆
な

施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

義
務
的
経
費
の
削
減
、
滞
納

債
権
の
収
納
対
策
等
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
一
定
の
地
道
な
取
り

組
み
を
、
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ

と
に
加
え
、
外
郭
団
体
に
つ
い
て

は
統
廃
合
を
進
め
、
よ
り
効
率
的

な
経
営
を
目
指
す
。
土
地
開
発
公

社
等
の
負
債
対
策
に
つ
い
て
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の

活
用
を
検
討
す
る
な
ど
、
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
よ
り
柔
軟
な
発
想
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
思
い
切
っ
た
行

革
の
取
り
組
み
を
展
開
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

市
職
員
の
懲
戒
処
分
指
針

厳
し
く
作
り
直
す
べ
き

　
　
　
　

無
所
属　

横
井　

雄
一

問　

市
職
員
に
よ
る
公
金
着
服
事

件
が
起
こ
っ
た
。
不
祥
事
が
起
き

る
た
び
、
指
導
を
徹
底
す
る
と
繰

り
返
す
が
、
市
職
員
の
懲
戒
処
分

に
関
す
る
指
針
は
甘
過
ぎ
る
。

　

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
直

ち
に
作
り
直
す
べ
き
で
は
。

答　

不
祥
事
に
関
し
て
、
市
職
員

に
対
す
る
処
分
の
厳
罰
化
と
公
平

性
、
透
明
性
の
担
保
と
と
も
に
、

そ
の
抑
止
を
図
る
た
め
、
市
独
自

の
指
針
を
平
成
18
年
に
策
定
し
た
。

　

し
か
し
、
繰
り
返
さ
れ
る
不
祥

事
を
無
く
す
た
め
に
は
、
市
の
体

質
の
改
善
が
急
務
で
、
よ
り
厳
し

い
規
範
意
識
を
持
っ
て
職
務
に
当

た
る
よ
う
指
導
を
徹
底
し
て
い
く
。

指
針
策
定
後
、
数
年
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
国
や
他

市
の
事
例
を
調
査
研
究
し
、
必
要

に
応
じ
見
直
し
を
行
い
た
い
。
そ

の
際
、
市
民
の
声
を
聞
く
こ
と
も

併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

庁
内
情
報
シ
ス
テ
ム
見
直
し
を

市
職
員
に
よ
る
不
正
再
発
防
止

　
　
　
　

無
所
属　

天
野　

秀
治

問　

市
幹
部
職
員
に
よ
る
公
金
着

服
事
件
を
受
け
、
納
入
通
知
を
行

う
庁
内
の
全
情
報
シ
ス
テ
ム
を
調

査
し
た
結
果
、
今
回
と
同
じ
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
ま
だ
他
に

も
存
在
し
て
い
る
。

　

再
発
防
止
策
と
し
て
シ
ス
テ
ム

の
見
直
し
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

今
後
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
監
視
委

員
会
の
指
導
の
下
で
の
真
相
解
明

と
あ
い
ま
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン

ス
推
進
の
観
点
か
ら
も
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
（
※
）
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
税
収
納
支
援
シ
ス
テ
ム
を
始

め
庁
内
の
全
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

不
正
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
調
査
・

点
検
を
行
い
、
今
後
の
対
応
に
早

急
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

※
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
・
・
・
情
報
化

　

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
業
務
の

　

見
直
し
を
含
む
情
報
シ
ス
テ
ム

　

の
刷
新
を
計
画
的
に
実
施
す
る

　

た
め
、
市
は
公
募
に
よ
り
外
部

　

の
経
験
者
を
任
用
し
て
い
る
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
で

災
害
時
の
支
援
体
制
の
確
立

　
　
　
　

民
主
党　

階
戸　

幸
一

問　

災
害
時
の
自
主
防
災
防
犯
連

絡
協
議
会
の
活
動
に
お
け
る
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
（
※
）
の
取
り

扱
い
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

自
主
防
災
防
犯
連
絡
協
議
会

は
、
自
治
連
合
会
と
連
携
し
て
地

域
の
防
災
活
動
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
個

人
情
報
を
キ
ッ
ト
内
で
自
己
管
理

す
る
こ
と
に
な
り
、
導
入
す
る
こ

と
で
要
援
護
者
名
簿
の
個
人
情
報

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
名
簿
の
活
用
を
進
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
自
主
防
災
防
犯
連
絡
協

議
会
で
も
先
進
地
の
状
況
や
課
題

な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
、

導
入
方
法
等
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
・
・
・

　

主
治
医
や
持
病
な
ど
の
医
療
情

　

報
等
を
専
用
容
器
に
入
れ
自
宅

　

の
冷
蔵
庫
な
ど
に
保
管
し
、
救

　

急
時
に
備
え
る
も
の
。

た
め
池
の
防
災
対
策
と

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
　
　

公
明
党　

宮
池　
　

明

問　

市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
数

カ
所
に
た
め
池
対
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、
河
川
の
は
ん
ら
ん

に
よ
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

市
職
員
の
公
金
着
服
事
件

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
推
進
を

　
　
　
　

民
主
党　

藤
本　

孝
幸

問　

市
の
幹
部
職
員
が
公
金
を
着

服
し
た
事
件
は
言
語
道
断
で
、
シ

ス
テ
ム
や
事
務
の
改
善
と
と
も
に
、

職
員
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
※
）
の
浸

透
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
方
向

は
。

答　

不
法
行
為
は
も
と
よ
り
、
市

が
取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
制
度

に
も
欠
陥
や
制
度
疲
労
が
あ
り
、

外
部
の
立
場
で
専
門
的
な
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
市
ガ
バ
ナ
ン
ス

監
視
委
員
会
を
設
置
し
た
。�

　

そ
の
意
見
を
制
度
上
に
具
体
化

し
、
各
職
場
が
自
主
的
に
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
管
理
職

の
意
識
改
革
が
必
要
不
可
欠
で
、

研
修
等
を
実
施
し
て
い
く
。

※
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
・
・
法
令
を
遵

　

守
し
て
、
円
滑
に
業
務
を
進
め

　

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
し
、
自

　

ら
健
全
に
統
治
す
る
こ
と
。

最
低
制
限
価
格
の
撤
廃

公
契
約
条
例
制
定
が
必
要

　
　

日
本
共
産
党　

西
本　

守
直

問　

市
の
建
設
事
業
で
の
最
低
制

限
価
格
の
撤
廃
で
、
品
質
保
証
や

働
い
て
い
る
人
の
人
件
費
に
し
わ

寄
せ
が
来
る
。
市
長
は
公
契
約
条

例
の
必
要
性
は
認
め
て
い
る
が
、

制
定
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

答　

公
共
工
事
等
で
無
駄
な
税
金

が
使
わ
れ
る
の
は
当
然
排
除
す
べ

き
だ
が
、
労
働
者
の
権
利
を
守
る

と
い
う
観
点
も
し
っ
か
り
と
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

そこが知りたい 質疑・一般質問質疑・一般質問
　

９
月
７
日
・
８
日
・
９
日
の

本
会
議
で
は
、18
人
の
議
員（
う

ち
代
表
質
問
５
人
）
が
、
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
奈
良
へ

の
補
助
金
交
付
や
子
ど
も
の
権

利
条
例
制
定
の
進
捗
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
・
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
以
下
は
、
質
問
と
答

弁
の
要
旨
で
す
。

（
網
掛
け
の
記
事
は
代
表
質
問
）

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

補
助
金
交
付
と
関
係
団
体

　
　
　
　

政
翔
会　

植
村　

佳
史

問　

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前
再
開
発
第
１

ビ
ル
に
入
っ
て
い
る
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
奈
良
へ
の
市
の
補

助
金
支
出
は
、
な
ぜ
予
算
計
上
し

な
か
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は
民
主
党

の
推
薦
団
体
で
あ
る
連
合
奈
良
の

事
務
所
な
の
で
は
な
い
か
。

答　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

奈
良
は
、
平
成
20
年
12
月
に
設
立

さ
れ
、
22
年
２
月
に
補
助
金
交
付

の
要
望
が
あ
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー

の
相
談
業
務
が
労
働
者
の
福
祉
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
、
21
年
度
分

は
予
算
の
流
用
に
よ
り
事
業
補
助

を
行
っ
た
。
22
年
度
分
は
当
初
予

算
の
要
求
時
期
が
過
ぎ
て
い
た
た

め
、
流
用
で
の
事
業
補
助
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
連
合
奈
良
北
和
地
域

協
議
会
の
事
務
所
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
認
知
し
て
い
な

か
っ
た
。
速
や
か
に
是
正
を
申
し

入
れ
て
い
き
た
い
。

行
政
姿
勢

市
民
生
活

作
製
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
た

め
池
の
実
態
を
把
握
し
、
た
め
池

に
起
因
す
る
浸
水
地
域
も
表
記
す

べ
き
で
は
。

答　

地
域
防
災
計
画
で
は
、
市
内

で
14
の
老
朽
た
め
池
を
指
定
し
、

予
想
さ
れ
る
被
害
に
つ
い
て
も
記

載
し
て
い
る
が
、
た
め
池
は
、
規

模
や
周
辺
の
地
勢
、
所
有
形
態
な

ど
の
条
件
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て

い
る
。

　

今
後
、
農
林
課
で
作
成
し
て
い

る
、
た
め
池
の
台
帳
整
備
の
情
報

な
ど
を
基
に
、
実
態
を
把
握
し
、

ま
た
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ

の
表
示
に
つ
い
て
も
、
研
究
・
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

７
月
１
日
に
設
置
さ
れ
た
議
会

制
度
検
討
特
別
委
員
会
は
、
各
委

員
か
ら
調
査
・
検
討
す
べ
き
項
目

の
提
出
を
受
け
、
優
先
順
位
を
つ

け
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
９
月
12
日
会
議

を
開
き
、
６
月
の
議
長
選
挙
に
か

か
わ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
不
祥

事
を
踏
ま
え
た
今
後
の
議
長
選
挙

の
あ
り
方
や
議
会
基
本
条
例
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本
会
議
生

中
継
な
ど
を
協
議
し
、
９
月
21
日
、

議
会
だ
よ
り
の
改
善
、
本
会
議
の

傍
聴
人
へ
の
議
案
書
の
貸
し
出
し

な
ど
、
調
査
結
果
の
中
間
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

議
会
制
度
検
討
特
別
委
員
会
の

中
間
報
告
を
受
け
、
本
号
か
ら
、

本
会
議
で
の
質
問
者
の
会
派
名
と

氏
名
や
、
議
案
等
に
対
す
る
会
派

等
の
賛
否
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
が

変
わ
り
ま
し
た

議
会
制
度
検
討

　

特
別
委
員
会
中
間
報
告

も し も に 備 え 、 冷蔵庫などに救急医療情報キットを
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地
元
産
を
優
先
し
な
が
ら
、
西
日

本
を
中
心
に
一
括
し
て
購
入
し
て

い
る
。

　

牛
乳
に
つ
い
て
は
、
県
が
入
札

を
行
い
、
北
海
道
産
や
西
日
本
産

を
ブ
レ
ン
ド
し
た
も
の
が
納
入
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
安
全
性
が
確

立
さ
れ
る
ま
で
、
牛
肉
の
使
用
を

見
合
わ
せ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
市
学
校
給
食
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
食

材
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

公
費
助
成
と
事
業
の
継
続　

　
　
　
　

公
明
党　

大
橋　

雪
子

問　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
象
が
８
月
26
日
か
ら
高
校

１
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
た
が
、
対

象
者
へ
の
周
知
は
。

　

ま
た
、
年
度
内
に
完
了
し
な
い

場
合
の
公
費
助
成
と
、
平
成
24
年

度
以
降
の
事
業
継
続
の
考
え
は
。

答　

高
校
１
年
生
全
員
に
、
は
が

き
に
よ
る
個
別
通
知
を
行
い
、
し

み
ん
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
も
周
知
し
て
い
る
。
併
せ
て
、

中
学
生
に
対
し
て
も
、
再
度
個
別

通
知
を
行
っ
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
流
通
状
況
に
よ
り
、

年
度
内
に
接
種
が
完
了
し
な
い
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
国
に
お

け
る
基
金
の
延
長
と
継
続
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
要
望
し
た
い
。

ま
た
、
24
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

原
則
、
国
の
財
源
に
よ
っ
て
事
業

継
続
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
き

た
い
。

増
加
す
る
待
機
児
童

解
消
に
向
け
た
方
針
は

　
　

日
本
共
産
党　

吉
川　

等
子

問　

平
成
23
年
度
、
保
育
所
が
２

園
開
園
し
た
が
、
開
園
前
の
４
月

と
比
較
し
て
待
機
児
童
は
増
加
し

た
。

　

待
機
児
童
が
10
人
を
超
え
る
保

育
所
は
西
部
地
域
に
集
中
し
て
い

る
が
、
待
機
児
童
解
消
の
今
後
の

方
針
は
。

答　

保
育
所
の
入
所
児
童
数
を
増

大
さ
せ
て
も
、
待
機
児
童
が
減
少

し
な
い
状
況
が
あ
る
。

　

待
機
児
童
は
、
約
半
数
が
第
一

希
望
の
み
の
希
望
で
あ
る
こ
と
や
、

２
歳
ま
で
の
児
童
が
全
体
の
約
８

割
な
の
で
、
定
員
の
充
足
率
が
年

度
当
初
よ
り
１
０
０
％
を
超
え
、

な
お
か
つ
待
機
児
童
の
多
い
既
設

保
育
所
に
対
し
て
、
増
改
築
を
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
保
育
ニ
ー

ズ
が
高
く
、
待
機
児
童
の
多
い
地

域
で
の
状
況
に
応
じ
た
解
消
策
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
を
守
る

安
全
な
学
校
給
食
の
食
材

　
　
　
　

無
所
属　

酒
井　

孝
江

問　

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た

食
品
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
給
食
な
ど
で
は
、
検
査
で
安

全
が
確
認
さ
れ
た
食
材
を
出
す
べ

き
と
思
う
が
。

答　

給
食
の
食
材
は
、
市
学
校
給

食
会
が
、
地
産
地
消
の
観
点
か
ら

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

そ
の
施
設
整
備
方
針
は

　
　
　
　

公
明
党　

高
橋　

克
己

　
　
　
　
　

問　

平
成
22
年
３
月
定
例
会
で
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
待
機

者
の
多
い
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

介
護
保
険
事
業
計
画
で
最
大
限
の

整
備
を
図
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

現
在
策
定
中
の
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
の
施
設
整
備
方
針

は
。

答　

23
年
６
月
１
日
現
在
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
、

１
６
７
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
補
助
金
の
対
象
で
あ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
な
ど
の
ほ

か
、
補
助
を
行
わ
な
い
介
護
付
有

料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
多
様
な
事

業
形
態
で
柔
軟
に
待
機
解
消
に
努

め
た
い
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

市
の
取
り
組
み
状
況
は

　
　
　
　

政
友
会　

東
久
保
耕
也

問　

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交

付
金
で
、
平
成
23
年
度
限
り
の
緊

急
対
策
枠
と
し
て
、
市
に
交
付
決

定
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

　

ま
た
、
鳥
獣
の
個
体
数
を
減
ら

す
施
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

市
の
単
独
事
業
で
あ
る
有
害

獣
防
止
施
設
等
設
置
事
業
補
助
金

と
は
別
に
、
集
落
単
位
や
地
域
単

位
で
取
り
組
む
鳥
獣
被
害
防
止
柵

等
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
協
議
会
へ
の
交
付

金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
要
望
数
の
集
計
中
で
、

そ
の
結
果
、
交
付
決
定
額
を
上
回

る
場
合
は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
鳥
獣
の
個
体
数
を
減
ら

す
施
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
本

来
の
猟
友
会
の
活
動
費
用
や
捕
獲

報
奨
金
等
、
他
市
の
事
例
を
踏
ま

え
、
調
査
研
究
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
管
理

入
居
承
継
の
条
件
改
善
を

　
　

日
本
共
産
党　

井
上　

昌
弘

問　

市
営
住
宅
の
名
義
承
継
条
件

を
同
居
期
間
１
年
と
す
る
現
在
の

運
用
を
見
直
し
、
公
営
住
宅
法
と

同
法
施
行
規
則
に
基
づ
く
特
例
を

設
け
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　

同
法
施
行
規
則
に
よ
る
と
、

入
居
時
か
ら
引
き
続
き
同
居
し
て

い
る
場
合
は
同
居
期
間
が
１
年
未

満
で
あ
っ
て
も
承
継
が
認
め
ら
れ
、

途
中
か
ら
同
居
し
て
い
る
場
合
は

同
居
期
間
が
１
年
以
上
な
け
れ
ば

入
居
承
継
の
承
認
は
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り

入
居
承
継
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
同
居
期
間
が
１
年
未

満
で
あ
っ
て
も
入
居
承
継
を
承
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
特
別
の
事
情
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
他
市
の
状

況
も
含
め
て
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

保
台
幼
稚
園
を
左
京
幼
稚
園
に
統

合
し
、
新
た
に
認
定
こ
ど
も
園
左

京
幼
稚
園
を
開
園
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

不
安
や
疑
問
に
答
え
、
合
意
形
成

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

幼
稚
園
等
を
廃
園
す
る
場
合
、

市
学
校
規
模
適
正
化
実
施
方
針
及

び
中
学
校
区
別
実
施
計
画
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
保
護
者
、
地

域
住
民
の
代
表
者
や
関
係
学
校
・

園
か
ら
な
る
協
議
会
を
設
置
し
、

十
分
に
協
議
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
い
る
。
佐
保
台
地
域
も
同
様

の
手
続
き
で
地
域
の
同
意
を
得
て

い
る
。

　

今
後
、
左
京
幼
稚
園
で
の
認
定

こ
ど
も
園
開
園
に
向
け
た
準
備
を

進
め
つ
つ
、
保
護
者
が
安
心
し
て

移
行
で
き
る
よ
う
、
丁
寧
な
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。

経
験
を
積
ん
だ
保
育
士
が
多
く
、

即
戦
力
と
な
る
と
考
え
る
が
。

答　

市
の
保
育
士
の
正
規
職
員
は
、

今
後
10
年
間
で
１
０
０
人
以
上
の

退
職
者
が
あ
る
。
年
齢
構
成
で
は

35
歳
以
下
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、

今
後
の
保
育
士
採
用
で
は
、
年
齢

制
限
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
育
所
は
、
子
ど
も
を

健
や
か
に
育
て
る
こ
と
と
保
護
者

を
支
援
す
る
こ
と
の
２
つ
の
役
割

が
あ
り
、
即
戦
力
と
な
る
職
務
経

験
の
あ
る
保
育
士
も
必
要
で
、
関

係
課
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園
に

地
域
と
の
合
意
形
成
が
必
要

　
　

日
本
共
産
党　

山
口　

裕
司

問　

園
児
数
の
減
少
を
理
由
に
佐

子
ど
も
の
権
利
条
例

制
定
の
進
捗
状
況
は

　
　

日
本
共
産
党　

山
本　

直
子

問　

多
く
の
自
治
体
が
子
ど
も
の

権
利
条
例
を
制
定
し
、
子
ど
も
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
で
も

条
例
の
制
定
を
検
討
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

答　

児
童
虐
待
、
い
じ
め
、
不
登

校
な
ど
子
ど
も
の
人
権
を
侵
害
す

る
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
の
悪
化
は
非
常

に
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
も
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
社
会
全
体
で
育
む
環
境

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
子
ど
も
の

自
主
性
や
生
き
る
力
を
育
み
、
子

ど
も
に
と
っ
て
の
最
善
の
利
益
と

は
何
か
を
考
え
た
施
策
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
は
少
子
化
対
策
推

進
本
部
会
議
を
中
心
に
、
ど
の
よ

う
な
条
例
が
必
要
な
の
か
、
作
業

部
会
の
中
で
学
習
会
等
を
行
い
、

検
討
を
始
め
て
い
る
。

市
立
保
育
所
の
職
員
確
保

経
験
豊
か
な
臨
時
職
員
で

　
　
　
　

公
明
党　

高
杉
美
根
子

問　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
退
職
す

る
保
育
士
の
補
充
を
臨
時
職
員
で

補
っ
て
き
て
、
現
在
、
４
割
が
臨

時
職
員
で
あ
る
。

　

今
後
も
退
職
す
る
正
規
職
員
が

増
え
る
。
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

の
か
。

　

ま
た
、
臨
時
職
員
に
は
、
長
年

子
育
て

福　
　

祉

都
市
整
備
・
建
設

教　
　

育

観
光
経
済

保
水
性
舗
装
の
有
効
性
と

今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性

　
　
　
　

無
所
属　

松
石　

聖
一

問　

市
の
測
定
調
査
で
、
保
水
性

舗
装
に
は
、
一
定
の
路
面
温
度
の

抑
制
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　

今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

保
水
性
舗
装
は
、
特
に
夏
場

の
路
面
温
度
の
抑
制
効
果
等
、
今

後
の
地
球
温
暖
化
を
考
え
る
上
で

も
非
常
に
有
効
性
が
高
い
と
い
う

デ
ー
タ
も
出
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
般
の
舗
装
に
比
べ

費
用
が
か
か
る
と
い
う
側
面
も
あ

り
、
こ
れ
を
ど
う
い
っ
た
時
に
採

用
す
る
の
が
効
果
的
か
も
含
め
て

総
合
的
に
判
断
し
、
今
後
、
様
々

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
、
一

つ
の
手
法
と
し
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

去
る
９
月
２
日
に
山
本
清
議
員

か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
辞
職

を
許
可
し
ま
し
た
。

　

会
派
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

政
翔
会
７
人
、
公
明
党
市
議
会

議
員
団
７
人
、
日
本
共
産
党
市
会

議
員
団
７
人
、
民
主
党
奈
良
市
議

会
６
人
、
政
友
会
４
人
、
無
所
属

７
人

○
議
会
運
営
委
員

○
議
会
制
度
検
討
特
別
委
員

　

森
田　

一
成
議
員
（
政
翔
会
）

議
員
の
辞
職

委
員
の
辞
任

佐保台幼稚園と統合し、認定こども 園 と な る 左 京 幼 稚 園
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○：賛成　×：反対

件　　　　　　　名

結　
　
　

 

果

会　　派　　等　　の　　賛　　否

政　

翔　

会

公　

明　

党

日
本
共
産
党

民　

主　

党

政　

友　

会

無　　所　　属
天
野　

秀
治

横
井　

雄
一

酒
井　

孝
江

中
西
吉
日
出

岡
田
佐
代
子

松
石　

聖
一

矢
追　

勇
夫

��　◆�議　　案

決　

算

平成２２年度歳入歳出決算� 認定 ※１ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×
　　　〃　　病院事業会計決算 認定 ○
　　　〃　　水道事業会計決算 認定 ○

予　

算

平成２３年度一般会計補正予算 可決 ○
　　　〃　　国民健康保険特別会計補正予算 可決 ○
　　　〃　　介護保険特別会計補正予算 可決 ○

条　
　
　
　

例

スポーツ振興審議会に関する条例の一部改正 可決 ○
市税条例等の一部改正�� 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総合福祉センター条例の一部改正 可決 ○
ボランティアセンター条例の一部改正 可決 ○
コミュニティスポーツ施設条例の一部改正 可決 ○
奈良町からくりおもちゃ館条例の制定� 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ×
児童遊園条例の一部改正 可決 ○
防災センター条例の一部改正 可決 ○
市立学校設置条例の一部改正 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特別職の職員の給与に関する条例の一部改正� 可決 ○

そ　

の　

他

財産の収得（高規格救急自動車他） 同意 ○
工事請負契約の締結
（三条線街路改良工事及び公共下水道築造工事） 同意 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　〃　　　　　（三笠中学校屋内運動場耐震補強工事） 同意 ○
　　　〃　　　　　（平城浄化センター汚泥脱水機増設工事） 同意 ○
公の施設の指定管理者の指定（横井老人憩の家） 可決 ○

人　

事

教育委員会の委員の任命（植松滋子氏） 同意 ○
公平委員会の委員の選任（中南又彦氏） 同意 ○
人権擁護委員の候補者の推薦（野田　樹氏、上田由美氏、
　桒垣百合子氏、塚本勝美氏、林　啓文氏、牧口昭代氏） 同意 ○

議員の辞職許可 許可 ○
　◆�請　　願
１・奈良市の各連絡所の存続と、２・南部福祉センター敷地内での
南部出張所新設の白紙撤回に関する請願書 採択 ○ ○ ○ ※２ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

　◆�動　　議
地方自治法１００条調査権の付与された特別委員会の設置� 否決 × × ○ × × × × × × × × ×
奈良市議会の信頼回復に関する決議 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
注）議長は採決に加わりません ※１……反対６、退席１　　※２……賛成４、反対２

議案等の審議結果とその賛否（議案名など一部省略して記載しています）

会　　派　　名 議員数 所　　　属　　　議　　　員　　　名
政 　 　 翔 　 　 会 ７ 浅川　　仁　　大坪　宏通　　植村　佳史　　三浦　敎次　　森田　一成　　松田　末作　　池田　慎久
公明党奈良市議会議員団 ７ �山中　益敏　　宮池　　明　　伊藤　　剛　　森岡　弘之　　高杉美根子　　大橋　雪子　　高橋　克己
日本共産党奈良市会議員団 ７ 山口　裕司　　山本　直子　　北村　拓哉　　吉川　等子　　井上　昌弘　　松岡　克彦　　西本　守直
民 主 党 奈 良 市 議 会 ６ 山口　　誠　　階戸　幸一　　樽谷　佳男　　内藤　智司　　藤本　孝幸　　松村　和夫
政 　 　 友 　 　 会 ４ 土田　敏朗　　東久保耕也　　北　　良晃　　上原　　雋

　

平
成
22
年
度
歳
入
歳
出
決
算
、

病
院
事
業
会
計
決
算
及
び
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

決
算
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託

し
ま
し
た
。

　

11
人
の
委
員
に
よ
り
構
成
し
た

決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
９
日

�

・
13
日
・
14
日
・
15
日
及
び
16
日

の
５
日
間
開
き
、
審
査
の
結
果
、

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
市

税
の
延
滞
金
着
服
事
件
の
責
任
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
奈
良

へ
の
流
用
に
よ
る
補
助
金
支
出
や

使
用
料
の
減
額
、
保
健
所
の
移
転

費
用
な
ど
に
つ
い
て
反
対
意
見
が

あ
り
、
賛
成
少
数
で
認
定
し
な
い

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

２
公
営
企
業
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

○一般会計・特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
　　　区分

会計別 歳入決算額 歳出決算額 形式収支額 翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支額

一般会計 129,780,374 128,989,229 791,145 91,883 699,262

特別会計 71,557,817 71,706,135 △�148,318 882 △�149,200

合　　計 201,338,191 200,695,364 642,827 92,765 550,062

平成22年度の決算状況

○公営企業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
　　　区分

会計別
収益的収支

差引額
資本的収支

差引額
収入額 支出額 収入額 支出額

病院事業会計 7,246,306 7,271,733 △ 25,427 296,018 154,745 141,273

水道事業会計 8,296,163 7,723,943 572,220 2,610,065 5,580,789 △�2,970,724

決
算
特
別
委
員
会




